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(54)【発明の名称】 液晶表示装置の駆動方法

(57)【要約】
【課題】高精細、低消費電力の液晶装置駆動方法を提供
する。
【解決手段】液晶表示パネル内の各画素に、書換信号と
同期して印加されるアナログ電圧が、所定期間同極性に
維持されるｎライン反転方式の液晶表示装置駆動方法に
おいて、画素の極性を決定する極性信号に変化がない場
合は、その画素同士を短絡せず、極性信号が反転する場
合に短絡信号を生成し、極性反転しようとする画素同士
を短絡させる。極性反転がない期間は、画素を駆動する
増幅回路の負担が減る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】画像データに応じたアナログ電圧を液晶表
示装置の各画素に印加するための複数の増幅器と、
上記各画素と上記複数の増幅器の出力端子との間にそれ
ぞれ接続され、上記複数の増幅器の出力電圧を上記各画
素に選択的にそれぞれ供給する複数の切換器とを有し、
上記液晶表示装置の各画素に対して１ライン毎に上記ア
ナログ電圧を供給する液晶表示装置の駆動方法であっ
て、
液晶表示装置の所定数のライン毎に上記各画素に印加す
るアナログ電圧の極性が変化させられており、
上記各画素に印加する上記アナログ電圧の極性を変更す
る際に上記複数の切換器により液晶表示装置の１ライン
の各画素が短絡される液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】画像データに応じたアナログ電圧を液晶表
示装置の各画素に印加するための複数の増幅器と、
上記複数の増幅器の入力端子にそれぞれ接続され、アナ
ログ電圧を上記増幅器に選択的に供給する複数の第１の
切換器と、
上記各画素と上記複数の増幅器の出力端子との間にそれ
ぞれ接続され、上記複数の増幅器の出力電圧を上記各画
素に選択的にそれぞれ供給する複数の第２の切換器とを
有し、上記液晶表示装置の各画素に対して１ライン毎に
上記アナログ電圧を供給する液晶表示装置の駆動方法で
あって、
液晶表示装置の所定数のライン毎に上記各画素に印加す
るアナログ電圧の極性が変化させられており、上記各画
素に印加する上記アナログ電圧の極性を変更する際に上
記複数の第１の切換器により上記複数の増幅器の入力端
子が短絡されると共に上記複数の第２の切換器により液
晶表示装置の１ラインの各画素が短絡される液晶表示装
置の駆動方法。
【請求項３】上記液晶表示装置の１ラインにおける隣接
する画素に印加されるアナログ電圧の極性が互いに反対
である請求項１又は２に記載の液晶表示装置の駆動方
法。
【請求項４】上記所定数が３である請求項３に記載の液
晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置の駆
動方法に係わり、特に、画素に印加するアナログ電圧の
極性を所定周期毎に変化させる液晶表示装置の駆動方法
に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年では、液晶表示パネルの隣接する画
素に、極性が逆のアナログ電圧を印加し、高精細の階調
表示を行う駆動方法が一般に用いられている。
【０００３】図７(ａ)、(ｂ)の符号１５９は、液晶表示
パネルの画素を示しており、各画素に印加されるアナロ
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グ電圧が変化する際に、各画素に印加される電圧の極性
は、図７(ａ)に示す状態と図７(ｂ)に示す状態との間で
交互に切り替わり、画素の内容が（印加電圧）が書き換
えられる毎に極性も反転する。
【０００４】図８は、一つの画素に注目したタイミング
チャートであり、書換信号が出力され、画素が書き換え
られるときに、極性信号が一緒に参照され、極性信号に
応じた極性のアナログ電圧が印加される。
【０００５】このタイミングチャートでは、書換信号の
ダウンエッジのときに極性信号がハイであれば正極性、
ローであれば負極性になっている。しかしながら、上記
のように極性を反転させる場合、電圧振幅が大きいた
め、画素を駆動する回路が、全ての画素に大きな充放電
電流を供給する必要がある。
【０００６】そこで、各画素の極性を反転させる前に、
一旦（一走査線（１ライン）の）全ての画素を短絡さ
せ、画素間で充放電させるようにすると、画素自体に蓄
積された電荷を有効に利用でき、低消費電力の液晶表示
装置を得ることができる。
【０００７】図８(ｂ)は、その場合の一画素を駆動する
タイミングチャートを示しており、各画素は、書換信号
とは別の短絡信号が入力されると画素同士が短絡され、
各画素は一旦正と負の画素駆動電圧の略中間電位にな
る。
【０００８】画素を駆動するドライバーは、中間電位に
ある画素に対し、正極性又は負極性のアナログ電圧を印
加するので、逆極性にする場合に比べ、約半分の充放電
電流で済む。
【０００９】しかしながら近年では、一層の低消費電力
化が求められており、各画素の内容を書き換える毎に極
性を反転させる駆動方法が見直しの対象になっている。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】本発明は上記従来技術
の不都合を解決するために創作されたものであり、その
目的は、低消費電力化に適した液晶装置の駆動方法を提
供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に、請求項１記載の発明は、画像データに応じたアナロ
グ電圧を液晶表示装置の各画素に印加するための複数の
増幅器と、上記各画素と上記複数の増幅器の出力端子と
の間にそれぞれ接続され、上記複数の増幅器の出力電圧
を上記各画素に選択的にそれぞれ供給する複数の切換器
とを有し、上記液晶表示装置の各画素に対して１ライン
毎に上記アナログ電圧を供給する液晶表示装置の駆動方
法であって、液晶表示装置の所定数のライン毎に上記各
画素に印加するアナログ電圧の極性が変化させられてお
り、上記各画素に印加する上記アナログ電圧の極性を変
更する際に上記複数の切換器により液晶表示装置の１ラ
インの各画素が短絡される液晶表示装置の駆動方法であ



(3) 特開２００２－６２８５５

10

20

30

40

50

3
る。請求項２に記載の発明は、画像データに応じたアナ
ログ電圧を液晶表示装置の各画素に印加するための複数
の増幅器と、上記複数の増幅器の入力端子にそれぞれ接
続され、アナログ電圧を上記増幅器に選択的に供給する
複数の第１の切換器と、上記各画素と上記複数の増幅器
の出力端子との間にそれぞれ接続され、上記複数の増幅
器の出力電圧を上記各画素に選択的にそれぞれ供給する
複数の第２の切換器とを有し、上記液晶表示装置の各画
素に対して１ライン毎に上記アナログ電圧を供給する液
晶表示装置の駆動方法であって、液晶表示装置の所定数
のライン毎に上記各画素に印加するアナログ電圧の極性
が変化させられており、上記各画素に印加する上記アナ
ログ電圧の極性を変更する際に上記複数の第１の切換器
により上記複数の増幅器の入力端子が短絡されると共に
上記複数の第２の切換器により液晶表示装置の１ライン
の各画素が短絡される液晶表示装置の駆動方法である。
請求項３に記載の発明は、上記液晶表示装置の１ライン
における隣接する画素に印加されるアナログ電圧の極性
が互いに反対である請求項１又は２に記載の液晶表示装
置の駆動方法である。請求項４に記載の発明は、上記所
定数が３である請求項３に記載の液晶表示装置の駆動方
法である。
【００１２】本発明は上記のように構成されており、書
換信号に同期して液晶表示装置の各画素に印加するアナ
ログ電圧を変化させて各画素の内容を書き換え、所定回
数の書換信号の間、即ち、液晶表示装置の所定数のライ
ンにおいて各画素に印加されるアナログ電圧の極性が変
化しないので、この極性が変化するときにだけ切換器に
より１ラインの各画素（及び複数の増幅器の入力端子）
が短絡される。
【００１３】従って、印加されるアナログ電圧の極性が
反転しない画素においては画素の駆動回路が供給する充
放電電流が僅かで済み、印加されるアナログ電圧の極性
が反転する画素においては１ラインの各画素間で充放電
がなされて各画素の電圧が一旦ほぼ印加されるアナログ
電圧の中間電位になるので、画素の駆動回路の負担が僅
かで済む。
【００１４】
【発明の実施の形態】図１を参照し、符号１０は液晶表
示装置を示しており、液晶表示パネル１１と、液晶駆動
回路１２とを有している。この液晶駆動回路１２は所定
個数の画素を取り扱うものであり、図１では１個が示さ
れているが、液晶表示パネル１１の画素数に応じて複数
個設けられている。
【００１５】１個の液晶駆動回路１２は、ラッチ回路２
１と、シフトレジスタ回路２２と、ラインラッチ回路２
３と、ＤＡコンバータ２６と、出力回路２７とを有して
いる。
【００１６】ラッチ回路２１には、１画素当たり６ビッ
トの画像データが、複数画素分並列に入力されている。
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符号２９は、その画像データをラッチ回路２１に入力す
る入力線を示しており、ここでは、６個の画素に対する
画像データが並列に入力されている。それらの画像デー
タは、一旦ラッチ回路２１に記憶された後、所定のタイ
ミングで後段のラインラッチ２３に出力される。
【００１７】ラインラッチ回路２３内には、ファースト
ラッチ２４と、セカンドラッチ２５が設けられている。
ファーストラッチ２４及びセカンドラッチ２５は、それ
ぞれ前段のラッチ回路２１が並列に出力する画像データ
の複数倍の画素数画像データを記憶できるように構成さ
れている。ここでは前段のラッチ回路２１から６画素分
の画像データが並列に出力されるが、ファーストラッチ
２４及びセカンドラッチ２５は、その６４倍の３８４画
素の画像データを記憶できるようになっている。
【００１８】ファーストラッチ２４は、シフトレジスタ
回路２２によって制御されており、ラッチ回路２１から
出力された画像データは、シフトレジスタ回路２２が指
示するアドレスに記憶される。
【００１９】従って、ラッチ回路２１から、３８４画素
の画像データが６画素ずつ６４回に分けて出力される
と、ファーストラッチ２４はそれらを順次記憶し、３８
４画素全ての画像データが記憶されたところで、それら
の画像データを後段のセカンドラッチ２５に出力する。
【００２０】画像データの出力後、ファーストラッチ２
４は、３８４画素の新たな画像データを順次取り込む
が、その間、セカンドラッチ２５は記憶した３８４画素
分の画像データを保持する。
【００２１】セカンドラッチ２５及びその後段のＤＡコ
ンバータ２６は、書換信号によって制御されており、セ
カンドラッチ２５は、書換信号が入力されると、記憶し
ている画像データを後段のＤＡコンバータ２６に一斉に
出力する。符号３１は、書換信号の入力線を模式的に示
したものである。
【００２２】ＤＡコンバータ２６は、セカンドラッチ２
５から入力された画像データに基づき、大きさが等し
く、且つ基準電圧を中心とする正極性と負極性の二種類
のアナログ電圧を生成する。
【００２３】前述したように、ＤＡコンバータ２６に入
力される画像データは６ビットの精度であるから、正極
性のアナログ電圧と負極性のアナログ電圧は、それぞれ
６４階調の精度である。その二種類のアナログ電圧は、
出力回路２７に出力される。
【００２４】出力回路２７の内部ブロックを図２に示
す。出力回路２７は、極性選択回路４１と、第１の切換
回路４２と、増幅回路４３と、第２の切換回路４４と、
制御回路４５とを有している。
【００２５】第１、第２の切換回路４２、４４内には、
セカンドラッチ２５が扱う画素数と同じ個数、即ち３８
４個の切換器４７、４９がそれぞれ設けられている。ま
た、増幅回路４３内には、同様に、セカンドラッチ２５
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が扱う画素数と同じ個数の増幅器４８が設けられてい
る。
【００２６】各切換器４７、４９は、３個の端子５１～
５３、５６～５８をそれぞれ有している。３個の端子５
１～５３、５６～５８のうち、２個の端子５１、５２、
５６、５７が選択端子となり、残りの１個の端子５３、
５８が共通端子となっており、２個の選択端子５１、５
２、５６、５７のうちのいずれか一方が１個の共通端子
５３、５８に接続される。
【００２７】ＤＡコンバータ２６から出力された二種類
の極性のアナログ電圧は極性選択回路４１に入力され
る。
【００２８】極性選択回路４１には、極性信号が入力さ
れており、極性信号が示す極性に従い、各画素毎に、正
極性のアナログ信号か、負極性のアナログ信号が選択さ
れる。図１、２の符号３０は、極性選択信号の入力線を
模式的に示したものである。極性信号は、液晶パネル１
１の画面の横方向に隣り合う画素間では互いに逆極性と
なり、縦方向では所定個数が連続して同極性になるよう
制御を行なう。図３(ａ)～(ｆ)の符号５９は、液晶パネ
ル１１上の複数の画素とその極性を示しており、ここで
は３ライン反転方式が採用されており、図３(ａ)～(ｆ)
に示すように、縦方向に連続した３個の画素が同じ極性
にされている。
【００２９】極性選択回路４１の出力端子５０は、取り
扱い画素数と同じ数だけ設けられており、それら出力端
子５０は、第１の切換回路４２内の切換器４７の一方の
選択端子５１に一対一で接続されている。
【００３０】その各切換器４７の他方の選択端子５２
は、一本の第１の共通線３２に共通に接続されている。
また、切換器４７の共通端子５３は、後段の増幅回路４
３内の各増幅器４８の入力端子５４に一対一に接続され
ている。
【００３１】従って、各増幅器４８の入力端子５４は、
切換器４７の動作により、極性選択回路４１の出力端子
５０に接続されるか、又は第１の共通線３２に接続され
るようになっている。
【００３２】増幅器４８の入力端子５４が極性選択回路
４１の出力端子５０に接続された場合は、増幅器４８に
は、極性選択回路４１内で選択された極性のアナログ電
圧が入力される。他方、第１の共通線３２が接続された
場合には、各増幅器４８の入力端子５４は互いに短絡さ
れる。
【００３３】増幅器４８は、入力された電圧と同じ大き
さの電圧を低出力抵抗で出力するように構成されてお
り、従って、極性選択回路４１が出力するアナログ電圧
が増幅器４８に入力された場合には、そのアナログ電圧
は、低出力抵抗で出力端子５５から出力される。
【００３４】他方、増幅器４８の入力端子５４が第１の
共通線３２に接続されると、その増幅器４８の出力端子
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５５からは、正極性と負極性のアナログ電圧の略中間電
位の電圧が出力される。
【００３５】各増幅器４８の出力端子５５は、後段の第
２の切換回路４４内に設けられた切換器４９の一方の選
択端子５６に一対一に接続されている。
【００３６】その切換器４９の他方の選択端子５７は、
同じ第２の共通線３３に共通に接続されている。従っ
て、その切換器４９の共通端子５８は、増幅器４８の出
力端子５５か、又は第２の共通線３３のいずれか一方に
接続されるようになっている。
【００３７】各切換器４９の共通端子５８は、液晶パネ
ル１１内の画素に一対一で接続されている。切換器４９
の共通端子５８が増幅器４８の出力端子５５に接続され
ると、各画素には、増幅器４８が出力するアナログ電圧
が印加され、切換器４９の共通端子５８が第２の共通線
３３に接続されると、液晶パネル１１中の各画素は、第
２の共通線３３によって互いに短絡される。
【００３８】第１、第２の切換回路４２、４４内の各切
換器４７、４９は、制御回路４５が出力する短絡信号に
よって制御されている。図２の符号３４、３５は、制御
回路４５から第１、第２の切換回路４２、４４内の切換
器４７、４９に、それぞれ出力される短絡信号を模式的
に示したものである。
【００３９】第１の切換回路４２の接続状態が固定さ
れ、第２の切換回路４４の接続状態が切り換えられる場
合について説明する。この場合、増幅器４８の入力端子
５４は、第１の切換回路４２内の各切換器４７により、
極性選択回路４１の出力端子５０に接続された状態で固
定される。
【００４０】この状態で、セカンドラッチ２５が、ＤＡ
コンバータ２６に、書換信号と同期して画像データを出
力すると、ＤＡコンバータ２６は、画像データに基づい
た正負二極性のアナログ電圧を生成し、極性選択回路４
１に出力する。
【００４１】図４は、液晶表示パネル１１内の一画素の
電圧変化のタイミングチャートであり、極性選択回路４
１は、このタイミングチャートに示されたように、書換
信号がハイからローに転じるダウンエッジのときに、極
性信号がハイであれば正極性、負であれば負極性のアナ
ログ電圧を選択する。
【００４２】選択された極性のアナログ電圧が極性選択
回路４１の出力端子５０から出力されると、そのアナロ
グ電圧は、接続状態が固定された第１の切換器４２を介
して、増幅回路４３に入力される。
【００４３】増幅回路４３は、入力されたアナログ電圧
を低出力抵抗で、第２の切換回路４４内の各切換器４９
に出力する。切換器４９に入力されるアナログ電圧は、
書換信号と同期しており、従って、切換器４９から出力
されるアナログ電圧も書換信号と同期している。
【００４４】図４のタイミングチャートにおいては、あ
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る画素に対して、時刻ｔ

1
～ｔ

2
、ｔ

2
～ｔ

3
、及びｔ

3
～

ｔ
4
の３期間の間、正極性のアナログ電圧が印加され、

次の時刻ｔ
4
～ｔ

5
、ｔ

5
～ｔ

6
、ｔ

6
～ｔ

7
の３期間、負極

性のアナログ電圧が印加されている。
【００４５】図３(ａ)～(ｆ)は、６フレームにおける液
晶表示パネル１１の各画素５９の極性を示した図であ
り、図４のタイミングチャートにおける画素の電圧波形
は、図３のある位置にある画素についてしめ示したもの
である。
【００４６】制御回路４５は、時刻ｔ

4
において、印加

されるアナログ電圧が正極性から負極性に反転する直前
に、極性信号がハイからローに転じたことを検出し、短
絡信号を生成して切換器４９に出力する。
【００４７】切換器４９は、短絡信号が入力されている
間、内部の接続状態を切り換え、共通端子５８を第２の
共通線３３に接続させる。
【００４８】従って、アナログ電圧の極性が反転する画
素は、反転する直前に、切換器４９を介して、全て第２
の共通線３３に接続される。第２の共通線３３に接続さ
れた画素は、正極性の電荷が蓄積されている画素と、負
極性の電荷が蓄積されている画素とが略同数あるため、
それら各画素に蓄積されている正電荷と負電荷が第２の
共通線３３を介してキャンセルしあい、第２の共通線３
３に接続された画素は、略接地電位(正極性と負極性の
間の中間電位)になる。
【００４９】短絡信号が変化すると、共通端子５８の接
続先は、第２の共通線３３から増幅器４８の出力端子５
５に戻り、次いで、増幅回路４３によって充放電電流が
供給され、反転した極性のアナログ電圧が印加される
と、一旦中間電位に置かれた画素が、アナログ電圧まで
充放電される。 *
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*【００５０】他方、切換器４９は、短絡信号が入力され
ていない場合は、各画素を増幅回路４８の出力端子５５
に接続させている。従って、アナログ電圧の極性が反転
せず、大きさだけが変わる場合は、各画素は第２の共通
線３３には接続されない。
【００５１】それに対し、アナログ電圧の極性が反転し
なくても、各画素が第２の共通線３３に接続される場合
は、図５のタイミングチャートに示すように、書換信号
が入力される全ての時刻ｔ

1
～ｔ

7
において各画素の電位

が中間電位になるため、極性反転のない時刻ｔ
2
、ｔ

3
、

ｔ
5
、ｔ

6
に於いても、中間電位から回復させるために、

増幅回路４３が大きな充放電電流を供給する必要があ
る。
【００５２】以上は、第２の切換回路４４のみを使用し
た場合を説明したが、第２の切換回路４４に加えて、第
１の切換回路４２内の切換器４７を動作させ、短絡信号
が出力されるタイミングで、増幅器４８の入力端子５４
を第１の共通線３２に接続する構成としてもよい。
【００５３】この場合、増幅器４８の入力端子容量は液
晶表示パネル１１の容量より遥かに小さいので、切換器
４７における第１の共通線３２への接続時間は切換器４
９における第２の共通線３３への接続時間よりも短くて
よい。この増幅器４８の入力端子の短絡動作により、増
幅器４８の出力が高速化されると共に、増幅器４８の入
力端子５４における充放電電流が低減される。
【００５４】
【発明の効果】従来技術を用いた場合と、本発明を用い
た場合の消費電力の比較結果を下記表１に示す。
【００５５】
【表１】

【００５６】上記表１から分かるように、本発明方法を
用いれば、低消費電力で高品質の画像を得ることができ
る。
【図面の簡単な説明】

【図１】本発明方法を適用できる液晶表示装置の例
【図２】その液晶表示装置の液晶駆動回路の内部ブロッ
ク図
【図３】(ａ)～(ｆ)：画素の極性反転を説明するための
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図
【図４】本発明を用いた場合の一画素の電圧変化のタイ
ミングチャート
【図５】本発明を用いない場合のタイミングチャート
【図６】本発明の変形例を用いた場合の一画素の電圧変
化のタイミングチャート
【図７】(ａ)、(ｂ)：極性の交互反転を説明するための
図 *
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*【図８】(ａ)、(ｂ)：従来技術の駆動方法のタイミング
チャート
【符号の説明】
１０……液晶表示装置          １１……液晶表示パネ
ル
３０……極性信号(の入力線)    ３１……書換信号(の
入力線)
５９……画素

【図１】 【図２】

【図４】

【図５】
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【図３】 【図６】

【図７】
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【図８】
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